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横浜ゴム株式会社
平塚製造所のご紹介



横浜ゴム（株）の概要

創立

資本金

売上高

従業員数

1917年（大正 6年） 10月13日

389億9百万（2011年3月末）

5,197億42百万円（2011年3月期・連結）

18,473名（2011年3月末現在・連結）

タイヤ部門

（７９．２％）
ＭＢ部門

（２０．８％）

新車用タイヤ

補修用タイヤ

輸出用タイヤ

乗用車用ラジアルタイヤ

ライトトラック用タイヤ

トラックバス用タイヤ

＜工業品＞
コンベヤベルト
ホース
接着剤

シーリング材
スポーツ用品

＜航空部品＞

部 門 別 売 上 高 比

タイヤ
部門

MB
部門



国内生産拠点

平塚製造所
尾道工場

新城工場

本社

三島工場

セーラム工場
フィリピン工場 茨城工場

ベトナム工場

ＳＡＳ工場

中国工場（杭州・蘇州）

長野工場

平塚東工場

タイ工場

タイ工場

中国工場（杭州・山東）

海外生産拠点

三重工場



横浜ゴム株式会社

平塚製造所のご紹介



2011年7月現在
操業開始 昭和２７年（１９５２年）

土地面積 ２５５，８１１ ㎡ （製造所のみ・東京ﾄﾞｰﾑ5.5個分）

建物面積 １９０，７４５ ㎡
従業員数 約 ２,５００ 人 （正社員 約１,７００人）

（生産従事者数：協力社員を含む）
平均年齢 約４１．３歳 障がい者雇用率 2.82％

横浜ゴム基本理念
心と技術をこめたモノづくりにより、
幸せと豊かさに貢献します

平塚製造所の役割
横浜ゴムすべての技術・モノづくりの発信基地

平塚製造所の概要



平塚製造所のロケーション

平塚駅

労働基準監督署

江陽中学校

市内の中央に位置し、官公庁、各種学校、民家に
囲まれた環境下にあります。

平塚江南高校

平塚製造所

平塚東工場

中原
ﾊﾏﾀｲﾄ工場



３.工業資材主要取扱い商品
市場分類 割合

スチールベルト 帆布ベルト オイルフェンス

マリンホース（ＭＨ） 空気式防舷材（ＦＤ） 空気式防舷材（ＡＢＦ）

橋梁用ゴム支承（ＲＢ） 橋梁用伸縮装置（ＨＨＪ） 建築用免震装置（ＢＤ）

産業用空気ばね ゴム袋体（ゴム堰） 鉄道車両用外ホロ

商品群

搬送市場 32%

一般市場 7%

海洋事業 37%

土木市場 24%

平塚製造所で生産している商品 工業資材



建築用シーリング剤

平塚製造所で生産している商品 ハマタイト
（中原工場）

ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸﾀﾜｰ ｸｲｰﾝｽﾞｽｸｴｱ ﾖｺﾊﾏｸﾞﾗﾝﾄﾞｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ

東京都庁舎

大阪ｱﾒﾆﾃｨｰﾊﾟｰｸ
（帝国ﾎﾃﾙ）

ナゴヤドーム

太陽光発電ﾓｼﾞｭｰﾙ用
シール材 M-155P



自動車用接着剤の使用箇所
平塚製造所で生産している商品 ハマタイト



ウォータータンク

燃料タンク

航空部品事業

ハニカムパネル

平塚製造所で生産している商品

ラバトリーモジュール

ダクト・チューブアッシー

水中音響材

大口径ベローズ



タイヤ 研究開発／評価シミュレーション

[顕微鏡写真(50倍モード)]



矢野 東 プロ

谷原 秀人 プロ

原 江里菜 プロ

PRGR（ゴルフ） 製品 技術開発



車椅子用エアーセルクッション
「Medi-Air（メディエア）」





製造所 植樹計画 第一期～第五期

：第一期

：第二期

：第三期

：第四期

：第五期

目標植樹本数： ３０,７１１本

植樹本数（実績）： ３０,７３３本（100％）

植樹自前本数： ３,７０３本

苗木提供（社内）： １５,７８９本

（社外）： ２５，４４４本 計４１,２３３本
主な提供先： 全国植樹祭（秦野）・進和学園・

湘南国際村・豊島区・日本テレビ・沼津市





第５期植樹

４年経つとこんなに大きくなるんです



・防災マニュアルの作成（１９９０年）

・建屋耐震補強（2000年～2004年）

・防災無線の配置（２００６年～２００９年・25台）

・AEDの設置（２００７年・５台）

・地下水膜ろ過システム設置（２００８年）

・緊急地震速報システム導入（２00９年）

・安否確認システム導入（2009年）

災害対応関係



自衛消防・隊別防災訓練
各部門では、万一火災等が発生しても、被害を最小限にくい
止めるために、通報・避難・初期消火等の訓練を計画的に実
施しています。

9



製造所防災訓練実施状況



災害時の水源としての井戸
阪神大震災では至るところで水道管の断絶や破損が起こり、復旧までに
3ヶ月を要した。また新潟中越地震でも大変な被害が発生している。
その間、深井戸をもっていた施設では変わらずに給水を続け、地域住民
に貢献した事例もあり、このｼｽﾃﾑを備えることで災害時に安心して飲め
る上水道が確保でき地域への供給も可能となります。

地下水膜ろ過システム導入



○ 立野町町内会 ⇒ 平成19年3月19日 締結

○ 平塚盲学校 ⇒ 平成19年5月25日 締結

○ 浅間町町内会 ⇒ 平成19年6月18日 締結

近隣との防災協定締結

＜主な協定内容＞

・防災訓練に係る、必要な資機材の提供及び訓練指導者

の派遣。

・被災者の救出、応急手当、応急復旧に必要な、資機材

及び物資の提供。

・消火、救援、応急復旧に必要な社員の派遣。

・被災者の一時避難場所としての敷地の提供。

・その他、特に要請があった事項。



立野町・浅間町防災訓練支援（2011年9月11日に実施）
消火器の使用法 油なべの消火法

三角巾の使用法 AEDの使用法



平塚盲学校避難訓練（2011年11月4日）

専用緊急避難口
（平成２１年８月２８日完成）



救急救命講習会開催

町内会の皆さんや平塚聾学校の先生や生徒の皆さんに対して、
心肺蘇生法やAEDの講習会を開催。

立野町町内会

平塚聾学校



普通救命講習会（社内）

・平成１９年に全従業員（約２６００名）が普通救命講習修了
・平成２２年７月から、４０名の応急手当普及員で３年目
の再講習実施中

・平成２３年９月現在、約１１００名が再講習を修了した。



平塚市救急協力事業所への登録

事業場近くで災害や事故、急病人などが発生した際に、事業場の従業員
や資機材をもって救急活動に協力する「平塚市救急協力事業所」の登録制
度を平塚市が開始した。
横浜ゴムとしてもこの制度に賛同し、安心で安全な暮らしの環境整備に

協力するため、救急協力事業場として登録（２０１０年１２月２４日）した。

（正門に掲示）



その他の活動

地域行事への参加・協賛

七夕祭り、花火大会、テクノフェア、環境フェア、
市民ゴルフ大会、湘南平塚囲碁祭り、等

施設開放

＊構内グランド（製造所）
＊テニスコート（徳延、独身寮内）

などを実施しています。



ご清聴ありがとうございました



工場見学でのお願い
１．無断で製品や原材料に触れないで下さい

２．作業者に声を掛けたりしないで下さい

３．案内者に従って所定の通路を歩行して下さい

４．携帯電話は切るかマナーモードにして下さい

５.  撮影はご遠慮ください

６．見学中の質問は案内者もしくは説明者にお願いします

７．見学者通路でも搬送車が通ります。案内者の指示を

十分守っていただき、安全な見学をお願いします。


